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Ⅰ. 緒言 

Bowlby（1969）は，個体がある特定の対象と結ぶ情愛的な絆を「愛着（attachment）」

と名付けた．幼児期以降の愛着の発達を説明する為に,愛着の心的ルールとして内的作業モ

デル（Internal Working Model）を仮定した.  

Ⅱ. 研究目的 

これまで,高齢期の愛着について日本国内では未だ実証的研究がなされていない.そこ

で本研究では，次の 4 点を明らかにすることを目的とした．1.高齢期における愛着スタイ

ルの分布について明らかにする．2.高齢期の安全基地となる愛着対象について明らかにす

る． 3.高齢期における愛着スタイルの分布とストレスに関する要因との関係について明ら

かにする．4.高齢期における愛着スタイルと心理的適応との関連について明らかにする． 

Ⅲ. 方 法 

1. 回答者と実施方法 調査は留置法により実施した．2008 年 2 月上旬に，埼玉県内で開

催されたいきがい大学の受講生 123 名を対象に,講義開始前の時間を利用し質問紙を配布

し,後日 109 名から回収した（平均年齢 64.8 歳  SD=3.28 性別不明：10 名）.  

Ⅴ. 結 果 

1. 高齢期における愛着スタイルの分布 高齢期における愛着スタイルの分布を明らかに

するために,ECR 日本語版の各下位因子「見捨てられ不安」「親密性の回避」の合計得点を

算出し,各下位因子の平均値からの高低により分類を行なった. 
その結果, secure type が最も多く,続いて fearful type ,dismissing type，preoccupied 

type, fearful type の順であった．男女別では secure type が最も多く,fearful type, 

dismissing type, preoccupied type の順であった.年齢の高低別では,65 歳未満では

secure type が最も多く,fearful type, preoccupied type, dismissing type の順であっ

た.65 歳以上では,secure type が最も多く,fearful type, dismissing type, preoccupied 

type の順であった.  

2. 高齢期における安全基地となる愛着対象とは誰か 高齢期の安全基地となる愛着対象

を明らかにするために，ECR 日本語版に回答する際に，家族を含め，普段最も親密だと感

じている他者について，その続柄の回答を求めた．その結果,男女とも，配偶者が最も多く,

続いて友人,子どもの順であった．年齢別でも,配偶者が最も多く,友人,子ども,兄弟・姉妹,

職場の人の順であった. 

3. 高齢期における愛着スタイルの分布とストレスに関する要因との関係 愛着スタイル

の分布とストレスに関する要因に関係があるかを検討するために,同居人数の多少,死別経

験の有無,収入を伴う仕事の有無,収入を伴う仕事以外の活動の有無,健康度自己評価の良

悪,についてχ2検定を実施したところ,すべてにおいて有意な差は認められなかった. 

4. 高齢期における愛着スタイルと心理的適応との関連 愛着スタイルと心理的適応との

関連を検討するために,愛着スタイル 4 分類を独立変数とし,心理的適応に関係する要因を

従属変数とする一元配置の分散分析を実施した.その結果,全体では GDS 得点において,愛

着スタイル 4 分類の主効果が有意であった（F(3,70)=4.67, p<.01）.Tukey の多重比較を

行った結果,fearful type が secure type よりも有意に高かった.また LSIK の下位因子で

ある心理的安定において,愛着スタイルの 4 分類の主効果が有意であった（F(3,76)=3.38, 

p<.05）.Tukey の多重比較を行った結果,secure type が preoccupied type よりも有意に高

かった.
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